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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体物品に隠れている麻薬を検査する方法であって、
　放射線ビームを放射して前記液体物品を透過させるステップと、
　前記液体物品を透過した放射線ビームを受け取って多角度投影データを形成するステッ
プと、
　前記液体物品の均一性に基づき、前記多角度投影データに対して逆演算を行うことによ
り、被検液体物品の属性値を計算して取得するステップと、
　前記液体物品の識別情報を索引として、予め作成したデータベースから参照属性値を検
索し、算出した属性値と参照属性値との差分値を計算するステップと、
　前記差分値が所定の閾値より大きいかを判断するステップと、を含み、
　前記差分値が所定の閾値より大きい場合には、前記液体物品に麻薬が隠れていると認め
、
　前記識別情報が、被検液体物品の名称、種類、容器関連情報及び製造地の中の少なくと
も一つを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記属性値が線減衰係数であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記属性値が相対線減衰係数であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記相対線減衰係数が、下記の数式に従って計算されることを特徴とする請求項３に記
載の方法：
【数１】

　ここで、μ水は水の線減衰係数であり、μ測は算出した線減衰係数である。
【請求項５】
　前記被検液体物品の各位置での線減衰係数によって被検物品の画像を形成するステップ
と、
　前記画像に基づいて、前記容器関連情報を計算するステップと、をさらに含むことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記データベースが拡張可能であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　環境初期情報を取得するステップをさらに含み、
　前記環境初期情報と前記液体物品の均一性とに基づき、前記多角度投影データに対して
逆演算を行うことにより、被検液体物品の属性値を計算して取得することを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記環境初期情報が液体物品の幾何学境界情報を含むことを特徴とする請求項７に記載
の方法。
【請求項９】
　前記幾何学境界情報は、放射線写真技術又は走査結像技術により取得されるものである
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　液体物品に隠れている麻薬を検査する装置であって、
　放射線ビームを放射して前記液体物品を透過させる放射線源と、
　前記液体物品を透過した放射線ビームを受け取って多角度投影データを形成する検知・
採取手段と、
　前記液体物品の均一性に基づき、前記多角度投影データに対して逆演算を行うことによ
り、被検液体物品の属性値を計算して取得する手段と、前記液体物品の識別情報を索引と
して、予め作成したデータベースから参照属性値を検索し、算出した属性値と参照属性値
との差分値を計算する手段とを含むコンピュータデータプロセッサーと、
　前記差分値が所定の閾値より大きいかを判断する手段と、を含み、
　前記差分値が所定の閾値より大きい場合には、前記液体物品に麻薬が隠れていると認め
、
　前記識別情報が、被検液体物品の名称、種類、容器関連情報及び製造地の中の少なくと
も一つを含むことを特徴とする装置。
【請求項１１】
　前記属性値が線減衰係数であることを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記属性値が相対線減衰係数であることを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記相対線減衰係数が、下記の数式に従って計算されることを特徴とする請求項１２に
記載の装置：
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【数２】

　ここで、μ水は水の線減衰係数であり、μ測は算出した線減衰係数である。
【請求項１４】
　前記コンピュータデータプロセッサーが、
　前記被検液体物品の各位置での線減衰係数によって被検物品の画像を形成する手段と、
　前記画像に基づいて、前記容器関連情報を計算する手段と、をさらに含むことを特徴と
する請求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　前記データベースが拡張可能であることを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１６】
　前記検知・採取手段がさらに環境初期情報を取得し、前記環境初期情報と前記液体物品
の均一性とに基づき、前記多角度投影データに対して逆演算を行うことにより、被検液体
物品の属性値を計算して取得することを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１７】
　前記環境初期情報は、液体物品の幾何学境界情報を含むことを特徴とする請求項１６に
記載の装置。
【請求項１８】
　前記幾何学境界情報は、放射線写真技術又は走査結像技術により取得されるものである
ことを特徴とする請求項１７に記載の装置。 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、麻薬検査に関し、特に、税関等のような場所において液体物品を検査する装
置及び方法に関し、液体物品に対し単一エネルギーＣＴ結像を行うことによって、液体物
品にコカイン等のような麻薬が隠れているかを判断する。
【背景技術】
【０００２】
　コカイン等のような麻薬を液体に隠して検査を回避することは、各国の税関が共通に直
面している難題である。現在、この問題に対して、主に、サンプル分析方法等のような侵
入型検査方法と、微粒検出方法等のような非侵入型検査方法とを含む２種類の方法を採用
して検査する。
【０００３】
　サンプル分析方法は、液体物品のパッケージを開けて、液体をサンプリングし分析する
ことによって、この液体物品に麻薬が隠れているかを判断する。このような方法には、液
体物品の原始パッケージを破壊するという克服できない欠点があるので、一般的な旅客に
対する通常検査に適していない。
【０００４】
　微粒検出方法は、パッケージ品に残される可能性がある微量の麻薬の残りを検出して識
別するが、液体物品のパッケージは開けないで済む。しかしながら、このような方法には
、麻薬携帯者がパッケージ品に残される麻薬を効果的に減少させることができる（例えば
、麻薬を封止容器に注射する）と、この方法は失効してしまうという局限性がある。
【０００５】
　そこで、液体物品のパッケージを破壊することなく、液体物品に麻薬が隠れているかを
判断することができる技術を必要とする。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　本発明は、従来技術に存在している欠陥を克服するために、液体物品のパッケージを破
壊せずに高速に検査して、被検液体物品に麻薬が隠れているか否かとの結論を取得するこ
とができる、単一エネルギー放射線で液体物品に隠れている麻薬を検査する方法及び装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一側面によれば、液体物品に隠れている麻薬を検査する方法であって、放射線
ビームを放射して前記液体物品を透過させるステップと、前記液体物品を透過した放射線
ビームを受け取って多角度投影データを形成するステップと、前記液体物品の均一性に基
づき、前記多角度投影データに対して逆演算を行うことにより、被検液体物品の属性値を
計算して取得するステップと、前記液体物品の識別情報を索引として、予め作成したデー
タベースから参照属性値を検索し、算出した属性値と参照属性値との差分値を計算するス
テップと、前記差分値が所定の閾値より大きいかを判断するステップと、を含み、前記差
分値が所定の閾値より大きい場合には、前記液体物品に麻薬が隠れていると認めることを
特徴とする方法を提供する。
【０００８】
　本発明の他の一側面によれば、液体物品に隠れている麻薬を検査する装置であって、放
射線ビームを放射して前記液体物品を透過させる放射線源と、前記液体物品を透過した放
射線ビームを受け取って多角度投影データを形成する検知・採取手段と、前記液体物品の
均一性に基づき、前記多角度投影データに対して逆演算を行うことにより、被検液体物品
の属性値を計算して取得する手段と、前記液体物品の識別情報を索引として、予め作成し
たデータベースから参照属性値を検索し、算出した属性値と参照属性値との差分値を計算
する手段とを含むコンピュータデータプロセッサーと、前記差分値が所定の閾値より大き
いかを判断する手段と、を含み、前記差分値が所定の閾値より大きい場合には、前記液体
物品に麻薬が隠れていると認めることを特徴とする装置を提供する。
【０００９】
　本発明にかかる上記システム及び方法によれば、被検液体物品（例えば、酒等）に麻薬
（例えば、コカイン等）のような不正な物質が隠れているかを判断することができる。ま
た、ユーザは、具体的な応用に応じて液体物品の種類をデータベースに追加することがで
きるので、便利に使用することができる。
【００１０】
　以下に添付図面を結合した詳細な説明によって、本発明の上記特徴及びメリットがより
明らかであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の好ましい実施形態について、図面に基づいて詳細に説明する。図面にお
いて、異なる図面に記載されている同一の符号は、同様又は近似の部材を表している。明
瞭及び簡明にするために、ここに含まれる既知の機能及び構造に対する詳しい記述を省略
するが、そうでなければ、これらによって本発明の主題が不明瞭になってしまう。
【００１２】
　図１は、本発明の一実施形態による検査装置の構成の概略図である。
【００１３】
　図１に示すように、本実施形態による検査装置は、検査用放射線を発する、Ｘ線機器又
はアイソトープソース（Ｘ線又はγ線ソース）等のような放射線源１０と、被検液体物品
２０を載置してZ軸の周りを回動し、升降することができ、被検液体物品２０を検出領域
に進入させることによって、放射線源１０から発せられた放射線を被検液体物品２０を透
過させることができる載置機構３０と、一体化構造を有する検知器及びデータ採取器であ
って、被検液体物品２０を透過した放射線を検知し、アナログ信号を取得してデジタル信
号に変換することによって、被検液体物品２０の走査データを出力する検知・採取手段４
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により採取されたデータを処理して、検査結果を出力するコンピュータデータプロセッサ
ー６０とを備える。
【００１４】
　図１に示すように、放射線源１０は、被検液体物品２０が放置可能な載置機構３０の一
方側に位置する。検知・採取手段４０は、載置機構３０の他の一方側に位置し、被検液体
物品２０の環境初期情報と多角度投影データとを取得するための検知器及びデータ採取器
を含む。データ採取器には、データ増幅成形回路が含まれ、（電流）積分モード又はパル
ス（計数）モードで動作し得る。検知・採取手段４０のデータ出力ケーブルは、コンピュ
ータデータプロセッサー６０と接続され、採取されたデータをコンピュータデータプロセ
ッサー６０に格納する。
【００１５】
　また、検査装置は、金属からなる筒状体通路（図示せず）を含んでおり、この筒状物通
路は載置機構３０に設置され、Ｘ線の外部への放射を遮断することができる。被検液体物
品は、被検体通路に放置される。
【００１６】
　図２は、図１に示すようなコンピュータデータプロセッサー６０の構成ブロック図を示
す。図２に示すように、データ採取器により採取されたデータはメモリ６１に格納されて
いる。ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）６２にはコンピュータデータプロセ
ッサーの配置情報及びプログラムが格納されている。ＲＡＭ(Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｍｅｍｏｒｙ)６３は、プロセッサー６６の動作過程における各種のデータを一旦格
納するためのものである。また、メモリ６１には、データ処理を行うためのコンピュータ
プログラム及び予め作成したデータベースも格納されており、このデータベースには、各
種の既知の液体物品に関する情報、例えば液体の名称、種類及び物理属性等のような情報
が格納されており、プロセッサー６６が算出した被検液体物品２０における液体のＣＴ値
等のような属性値と比較するためのものである。内部バス６４には、前記メモリ６１と、
ＲＯＭ６２と、ＲＡＭ６３と、入力手段６５と、プロセッサー６６と、表示手段６７とが
接続されている。
【００１７】
　ユーザがキーボード又はマウス等のような入力手段６５を介して操作コマンドを入力し
た後、当該コンピュータプログラムにおける命令コードは、プロセッサー６６が所定のデ
ータ処理アルゴリズムを実行するように指示し、データ処理結果を取得した後、ＬＣＤデ
ィスプレイ等のような表示手段６７に表示させたり、ハードコピーの形態で直接に出力さ
せたりする。
【００１８】
　通常、液体の物理属性は、麻薬を隠した後に変化する。そこで、被検液体物品のある物
理属性と、標準液体物品の物理属性との差異を判断することによって、被検液体物品に麻
薬が隠れているかを判断することができる。
【００１９】
　本発明の実施形態によれば、まず、被検液体物品の平均減衰係数を計算し、水に対する
相対減衰係数を示すＣＴ値に換算し、実際に測定したＣＴ値を予め作成したデータベース
中の該当する類別の液体のＣＴと比較し、両者の間の差分値がある所定の閾値より大きい
であると、この液体物品に麻薬が隠れている可能性があると認める。
【００２０】
　本発明の実施形態によれば、まず画像中のすべての液体画素の平均線減衰係数を統計し
、下記の式によって水減衰係数に対するＣＴ値に変換する。
【００２１】
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【数１】

　ただし、μ水は水の線減衰係数であり、μ測は被走査物の実測線減衰係数である。上記
の（１）式は、すべての液体物品の減衰係数を水に対する値に変換することができる。な
お、水の相対減衰係数が０であることが分かる。
【００２２】
　他の一つの選択として、算出した平均線減衰係数を直接使用して類似な操作を行っても
良い。例えば、算出した平均線減衰係数と参照値との差分値を求め、差分値を他の所定の
閾値と比較して、液体物品に麻薬が隠れているかを判断する。
【００２３】
　図３は、本発明の一実施例による検査方法のフローチャートを示している。
【００２４】
　図３に示すように、ステップＳ１０において、操作員は、当該液体物品に関する識別情
報を液体物品の携帯者又は液体物品の外部パッケージから取得する。例えば、この液体物
品は、一本の４０度のラム酒であるとする。ここで、操作員は、バイカル－－＞ラム酒－
－＞４０度とのように、この物品の先験情報を入力することができる。そして、被検液体
物品２０を載置機構３０に放置する。
【００２５】
　本発明の一実施形態によれば、操作員が走査開始命令を発すると、走査制御器５０は、
放射線を発するように放射線源１０を制御し、Ｘ線源１０及び検知器から構成された検出
空間である検出領域に進入するように載置手段３０の上昇又は下降を制御する。この時、
放射線源１０からの放射線ビームは、被検液体物品２０を透過する。走査制御器５０は、
被検液体物品を透過した放射線を受け取るように検知・採取手段４０を制御して、被検液
体物品の環境初期情報（例えば、ベース情報や幾何学境界情報）を取得する。この幾何学
境界情報は、Ｘ線写真技術又はＸ線走査結像技術により取得される。Ｘ線走査結像技術は
、平行移動方式、回転方式又は螺旋方式を採用してもよい。
【００２６】
　さらに、前記の処理過程において、取得された被検液体物品２０の環境初期情報は、パ
ッケージのサイズと、パッケージの材質と、被検液体物品のパッケージに対する体積比等
とをさらに含む。ニューラルネットワーク識別アルゴリズムにより各種の液体物品の上記
の情報と、減衰係数値又は相対減衰係数値とを予めソートして、データベースを作成すれ
ばよい。実際の検査過程において、実際に測定した各分類特徴とデータベースにおける分
類特徴との差異を算出し、当該差異を所定の閾値と比較して、被検液体物品２０に対する
検査を実現する。
【００２７】
　そして、ステップＳ２１において、載置手段３０を走査制御器５０の制御により回転さ
せ、第１の角度に到達すると、放射線源１０から放射線を発して、被検液体物品２０を透
過させる。検知・採取手段４０は透過した放射線を受け取り、第１の角度の投影データを
取得して、１×Ｎ次元のベクトルｇ１として示し、コンピュータデータプロセッサー６０
中のメモリ６１に格納する。ただし、Ｎは検知器における一行の検知器ユニットの数を示
す。
【００２８】
　載置手段３０を走査制御器５０の制御により続けて回転させ、第２の角度に到達すると
、放射線源１０から放射線を発して、被検液体物品２０を透過させる。検知・採取手段４
０は、透過した放射線を受け取り、第２の角度投影データを取得して、１×Ｎ次元のベク
トルｇ２として示し、コンピュータデータプロセッサー６０のメモリ６１に格納する。
【００２９】



(7) JP 4624439 B2 2011.2.2

10

20

30

40

50

　このように、前記の手順を繰り返し、載置手段３０を走査制御器５０の制御により回転
させ、第Mの角度に到達すると、第Mの角度の投影データを取得して、１×N次元のベクト
ルgMとして示し、コンピュータデータプロセッサー６０のメモリ６１に格納する。前記の
走査過程を介して、被検液体物品２０の多角度投影データを取得し、M×N次元のベクトル
gとして示す。したがって、一つの断層内において被検液体物品２０の多角度投影データg
を連続に取得することができる。
【００３０】
　ここで、多角度投影データを増加させるために、走査中に角度投影数を増加してもよい
し、または検知器を構成する検知器ユニットのサイズの１/４のオフセットで検知器を装
着してもよい。
【００３１】
　走査される被検液体物品２０の線減衰係数をI次元ベクトルfとする。ただし、Iは走査
される液体物品の離散化画素の次元数を示す。Ｘ線と物質との相互作用に基づき、ビルの
法則に応じて、式（２）がなされる。
【００３２】
　　g１ = exp(-H１f)
　　g２ = exp(-H２f) 
　　…　…　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　gM = exp (-HMf)　　　　　　　　　　　　――――（２）
　ただし、H１、…、HMは、いずれもN×Iのシステムマトリックスであり、それらの各エ
レメントHnjは、物体画像における離散画素点jの、当該対応角度時のn番目の検知器によ
り採取される信号に対する寄与係数である。H１、… 、HMのそれぞれは、スパースマトリ
ックス（Ｓｐａｒｓｅ ｍａｔｒｉｘ）であり、走査システムの具体的な設計により決定
されるが、事前計算によりメモリ６１に格納されるか、又はシステムのパラメータに基づ
きリアルタイムに計算し決定してもよい。そして、式（２）に対して逆演算をすることで
、走査される物体の線減衰係数の情報を取得し得る。
【００３３】
　逆演算は、ノーマル演算の逆過程である。ノーマル演算過程とは、放射線源から発せら
れた初期信号が被検液体物品２０を経由する時に減衰され、減衰された放射線信号が検知
器により受け取られるという演算過程である。従って、検知器により受け取られる信号か
ら被検液体物品の放射線に対する減衰情報を計算する過程は、逆演算である。
【００３４】
　しかし、液体物品の検査過程において、逆演算は、悪条件 (ill-conditioned)問題であ
り、解の有効性及び安定性を向上させるために、例えば、上述のステップＳ１０で取得し
た被検液体物品２０の幾何学的境界情報のような他の情報を融合する必要がある。
【００３５】
　そして、ステップＳ１０で取得した被検液体物品２０の幾何学境界情報を含む初期環境
情報に基づいて、逆演算を求めるための境界条件及び均一性条件を設定する。被検液体物
品２０の空間形状は、一つの有界関数として表することができ、前記のＸ線写真技術又は
Ｘ線走査結像技術によって被検液体物品２０の幾何学境界情報を決定することができる、
これによって、物体の関数の有効作用領域Ωを限定する、すなわち、
【数２】

となる。境界条件の導入は、解を求める速度を向上させ、問題の悪条件性をある程度改善
させる。次に、検査システムの目標物体が液体物品部分であるので、走査される物体は、
液体物品領域Ωlと非液体物品領域Ωｎとの２つの部分に区分される。液体物品の均一性
に応じて、fi = 平滑化関数（ｓｍｏｏｔｈ ｆｕｎｃｔｉｏｎ）、i ∈Ωlがある。この
平滑化関数の特徴は、液体物品領域Ωl内における全体平方偏差に制限があり、液体物品
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領域Ωl内における部分的な波動に制限がある、ということである。液体物品の均一性の
使用は、液体物品情報の抽出を大きく最適化し、システムのロバストネス（ｒｏｂｕｓｔ
ｎｅｓｓ）を向上させる。
【００３６】
　なお、均一性を有する液体物品とは、放射線に対する減衰が均一になる溶液、懸濁液又
は乳濁液である。例えば、ミルク、粥等の液体物品も、前記意味で均一性を有する液体物
品である。すなわち、液体物品の均一性とは、被検液体物品の放射線減衰に対する均一性
に表現される。
【００３７】
　従って、コンピュータデータプロセッサー６０は、被検液体物品２０の幾何学境界サイ
ズを境界条件とし、液体物品の均一性を収束条件として、前記の式（２）に従い被検液体
物品２０の放射線減衰係数を計算する。そして、Ω１領域内における画素値の統計特性に
基づいて、液体物品の有効放射線減衰係数を算出する。コンピュータデータプロセッサー
６０は、算出した放射線減衰係数を上記の式に従い水に対する相対減衰係数のＣＴ値に変
換する。
【００３８】
　そして、ステップＳ１３において、コンピュータデータプロセッサー６０は、ステップ
Ｓ１０で入力した液体物品の識別情報、例えば４０度のラム酒及び容器の形状を利用して
、データベースを検索してかかる基準ＣＴ値を取得する。
【００３９】
　ステップＳ１４において、算出したＣＴ値をデータベースにおける既知の液体物品のＣ
Ｔと比較して、当該液体物品に麻薬が隠れているかを判断する。例えば、麻薬が隠れてい
ない４０度のラム酒の相対ＣＴ値が２０であり、麻薬が隠れている４０度のラム酒の相対
減衰係数は２２であり、且つ、閾値を２に設定すると、２２－２０＞＝２であるので、こ
の液体物品に麻薬が隠れていると認める。そして、表示手段６７は警報又は検査結果を直
接印刷出力する。
【００４０】
　前記のステップＳ１２においては、ベイズ方法（Ｂａｙｅｓｉａｎ ｍｅｔｈｏｄ）を
採用して幾何学境界情報及び均一性を条件として被検液体物品２０の放射線減衰係数を計
算してもよいが、非統計方法を採用して、まず前記の式（２）の解を求めて、予備的な放
射線減衰係数を取得した後、境界条件及び均一性を利用して最適化処理を行い、その後、
fi, i ∈Ωlの分布に基づいて被検液体物品２０の線減衰係数を評価して、計算の有効性
と安定性を向上させるようにしてもよい。以下、例示の形態を介して、ベイズ方法と非統
計方法により放射線減衰係数を計算する過程を説明する。
【００４１】
［ベイズ方法による液体物品の放射線減衰係数の計算例］
　１.目標関数の決定：
【数３】

　ただし、Φl(g;f)は尤度関数であり、採取したデータのノイズ特性により決定され、Ｐ
(f) はfi⊂Ωlに対する均一性のメトリックであり、例えば、Ｐ(f)＝－variance(f)|f∈
Ωl、λは経験により予め設置している調節パラメータである；
　２. 数値最適化方法を利用して

【数４】
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　３. f⊂Ωlの確率分布であるｐ(μ液体) を統計し、走査される液体物品の線形減衰係
数、例えば、μ液体=mean(f)|f∈Ωl又はμ液体=arg max(p(f))|f∈Ωlを取得し得る。
【００４２】
［非統計方法による液体物品の線減衰係数の計算例］
　１．解析方法、例えばフィルタ・バック・プロジェクション再作成方法又はART方法を
利用して、放射線減衰係数fに対する予備的な評価（ｐｒｅｌｉｍｉｎａｒｙ ｅｓｔｉｍ
ａｔｅ）を取得する；
　２．fi⊂Ωlの均一性の計算
　ａ）予め設定されている均一性要求を満たす、例えば、部分的な平方偏差がある閾値よ
りも小さいと、f⊂Ωlとの統計特性、例えばμ液体=mean(f)|f∈Ωlに基づいて、液体物
品の減衰係数を取得する；
　ｂ）均一性要求を満たさないと、放射線減衰係数fに対し境界条件処理と平滑化処理と
を行い、f’を取得する。計算処理後、f’の正投影を採取されたデータgと比較し、両者
の差異を再解析してfを再確立して修正し、ステップ２に戻る。
【００４３】
　非統計方法を実現する過程において、異なる均一性要求を設定することによって演算速
度と精度を調節する。極端的な場合には、液体物品の減衰係数を逐次代入することなく、
一つのステップだけで取得することができる。
【００４４】
　非統計方法の場合、幾何学境界情報を必要とせずに、液体物品の放射線減衰係数を計算
することができるので、再作成した減衰画像から容器関連情報を計算することができ、Ｘ
線写真技術により液体物品の幾何学境界情報を取得しないで済む。ここで、容器関連情報
は、容器の線減衰係数、容器の半径、容器の壁厚、容器の形状を含む。容器の線減衰係数
として、ＣＴ図におけるすべての容器画素の平均線減衰係数を統計する。容器画素ごとの
位置座標を記録した後、容器の位置座標に基づき容器の平均壁厚と容器壁点から容器の中
心までの距離を計算して取得し、容器の半径として容器壁点から容器の中心までの距離の
平均値を計算し、容器形状の表面特征として容器壁点から容器の中心までの距離の平方偏
差を計算する。これは、容器が標準円であると、平方偏差が０となり、異形容器であると
平方偏差が非常に大きくなり、平方偏差の大きさが容器形状の標準円からずれた程度を表
現するからである。
【００４５】
　本実施例において、走査は被検液体物品２０が回転される方式によって実現される。こ
のような走査方式を採用すると、装置の体積を減少し、装置のコストを低下させる。しか
しながら、被検液体物品２０が静止し、放射線源１０と検知・採取手段４０とが回転され
る走査方式を採用してもよい。
【００４６】
　さらに、放射線源１０は、一つ又は複数のＸ線機器と、一つまたは複数のアイソトープ
ソースとを含んでもよく、Ｘ線機器の放射線のエネルギーは調節できるものである。放射
線源１０に複数のＸ線機器又は複数のアイソトープソースを含む場合には、検知器の数は
Ｘ線機器の数又はアイソトープソースの数と同じであってもよく、この複数の検知器は放
射線源に対応付けられて設置される。ここで、検知器は気体検知器、液体検知器、固体検
知器又は半導体検知器であってもよく、エネルギー選択機能を有する。さらに、検知器は
、その使用方式が１次元アレイ又は２次元アレイである、即ち、ラインアレイ検知器又は
エリアアレイ検知器であってもよい。
【００４７】
　本発明の実施形態によれば、ユーザは需要に応じてデータベースを拡張することができ
、例えば、データベースに対し新規の液体物品の属性情報を追加する必要がある場合であ
る。図４は、ユーザがデータベースを拡張する手順を詳細に説明するフローチャートであ
る。
【００４８】
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　ステップ２０において、操作員がシステムに電源を投入すると、システムは自己検査を
してから待機状態になった後、データベース設定画面に登録する。操作員は、データベー
スに追加したい液体サンプルの識別子（メイングラス、サブグラス及び注釈情報）を入力
する。例えば、メイングラスはラム酒であり、サブグラスは４０度であり、注釈情報は製
造地がブラジルであるとする。
【００４９】
　ステップＳ２１において、操作員が液体サンプルを回転ステージ３０上にセットし、走
査ボタンを押すと、システムは、上記のようなＣＴ走査を行い、それぞれの角度における
投影値を取得する。
【００５０】
　ステップＳ２２において、コンピュータデータプロセッサー６０は、上記の方法に従い
、ＣＴ画像の再作成を実行して、ＣＴ画像から液体物品のＣＴ値及び容器関連情報を取得
する。
【００５１】
　ステップＳ２３において、液体識別子を参照ＣＴ値及び容器関連情報と関連付けて、デ
ータベースに保存する。
【００５２】
　他のサンプルをさらに拡張したい場合、操作員は、他のサンプルに対し上記と同様な操
作手順を行う。そうでなければ、操作員はデータベースの設定画面からログアウトして、
本回の拡張フローを終了する。
【００５３】
　以上、コンピュータデータプロセッサー６０が所定のデータ処理アルゴリズムを含むコ
ンピュータプログラムを実行させる、という実施形態を介して、放射線減衰係数の計算過
程と被検液体物品２０のＣＴ値の取得過程とを説明したが、コンピュータデータプロセッ
サー６０は他の形態で実現されてもよい。図５は、図１に示すような検査装置におけるコ
ンピュータデータプロセッサー６０の機能ブロック図を示す。
【００５４】
　図５に示すように、コンピュータデータプロセッサーの他の例として、このコンピュー
タデータプロセッサー６０’は、環境初期情報と多角度投影データ及び他のデータ（例え
ばシステム特性を説明するシステムマトリックスH１，……HM）を格納するデータメモリ
７１と、検査過程中の検索及び比較のために用いられる各種の液体物品のＣＴ値、容器関
連情報を格納しているデータベース７４と、データメモリ７１に格納されている環境初期
情報、例えば被検液体物品の幾何学境界情報と多角度投影データとに基づいて、前記の式
（２）に従って、液体物品の均一性を条件として、被検液体物品２０の放射線減衰係数を
計算してＣＴ値に変換するＣＴ値計算ユニット７２と、ＣＴ値計算ユニット７２により算
出された被検液体物品２０のＣＴ値をデータベースに予め格納されている該当する液体物
品の参照ＣＴ値と比較し、両者の間の差異が所定の閾値より大きい場合は、当該被検液体
物品２０に麻薬が隠れている可能性があると判定する判断ユニット７３と、判断ユニット
７３により取得された判断結果を直接に操作員へ表示させる出力ユニット７５（例えば、
ディスプレイ又は他の出力装置）と、を備える。
【００５５】
　以上は、本発明の実施形態を具現するためのものであり、本発明の要旨を逸脱しない範
囲で行う種々の修正又は部分置換も本発明の請求保護範囲により限定される範囲に含まれ
るものであることは、当業者であれば理解できることであり、したがって、本発明の保護
範囲は特許請求の保護範囲を基準とすべきである。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】図１は、本発明の一実施形態による検査装置の構成の概略図である。
【図２】図２は、図１に示すような検査装置におけるコンピュータデータプロセッサーの
構成図である。
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【図３】図３は、本発明の一実施形態による、液体物品に麻薬が隠れているかを検査する
フローを詳細に説明するフローチャートである。
【図４】図４は、ユーザがデータベースを拡張する手順を詳細に説明するフローチャート
である。
【図５】図５は、図１に示すような検査装置におけるコンピュータデータプロセッサーの
機能ブロック図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１０　放射線源
　２０　被検液体物品
　３０　載置機構
　４０　検知・採取手段
　５０　操作制御器
　６０　コンピュータデータプロセッサー

【図１】

【図２】

【図３】
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